
本作品は、2018年にOECDが実施したPISAの結果を受け、日本の高校

生の読解力低下が懸念されることを背景に、読解力向上のための教
育方法とその教育効果について研究を行っている。教育方法につい
ては、読解力世界一と評されるフィンランドの教育法（フィンランド・メ
ソッド）を基礎に独自のゲームを開発・利用している。このゲームのプ
レイ前後にPISAと類似の試験を実施し、平均点の比較を行うことで教

育効果の測定を行っている。結果としてプレイ後には平均点の向上が
見られ、一定の教育効果があることが示唆された。しかし、今回の研
究ではサンプル数が少なく、また継続的な効果については検証がなさ
れていないため、今後継続的に研究を行い定量的な分析を通して教
育効果を検証することが期待される。
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